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特殊光源・一般照明市場の調査を実施 
 白色ＬＥＤ光源は２０１１年に２８０億個（２００７年比２５４.５％）､３,０００億円（同

１７６.５％）の市場に 

 住宅照明では、金額ベースで２００８年に電球形蛍光灯市場が白熱電球市場を上回る。ＬＥＤ

照明市場が急拡大、さらには有機ＥＬ照明市場の立ち上がりが期待される 

 

 

 総合マーケティングビジネスの株式会社富士経済（東京都中央区日本橋小伝馬町 03-3664-5811 社長 

阿部 界）は、用途志向の強い冷陰極管（ＣＣＦＬ）や放電ランプなどが活躍する特殊光源及び空間構成

の一つである蛍光灯やＨＩＤランプなどの一般照明の市場調査を実施した。その結果を報告書「Special 

Appli. 光源／照明市場実態・技術・予測 ２００８年版」にまとめた。 

 

 本報告書では、光源市場拡大を牽引してきた液晶バックライトがＦＰＤ・ＴＶの大型化・薄型化の流れ

の中でどのように変化していくのか、あるいは有機ＥＬによるバックライトレス化がどのように進むのか、

有機ＥＬの面光源としての可能性やＵＶ（紫外線）ＬＥＤの用途拡大、白色ＬＥＤの一般照明への本格的

普及の時期と規模がどうなっていくのかなどを、各アプリケーションにおける白熱灯、蛍光灯、ＨＩＤ（High 

Intensity Discharge）ランプ等との技術・商品競争力上から市場動向を調査分析し、あわせて光源自体の

グローバルな市場の構造と動向も調査分析した。 

 

＜調査結果の概要＞ 

 

 特殊光源市場ではバルブから固体への光源の世代交代が進み始めている。ＬＥＤは急速な発光効率の向

上と高出力化により、自動車や一般照明分野へと進出している。更に、新しいりん光材料の開発により効

率と寿命が飛躍的に向上した有機ＥＬが加わることによって、固体光源市場の展開が今後一層活発化する

と予想される。 

 

１．注目光源 

白色ＬＥＤ市場（ワールドワイド） 

２００７年   １１０億個（前年比１２２.２％）､１,７００億円（同１０６.３％） 

２０１１年予測 ２８０億個（２００７年比２５４.５％）､３,０００億円（同１７６.５％） 

 国内外の白色ＬＥＤ（ＲＧＢＬＥＤ含む）メーカー及び全てのアプリケーションを対象としている。２

００７年の市場は、数量ベースで１１０億個、金額ベースでは１,７００億円であった。市場を牽引してき

た液晶バックライトの次の巨大アプリケーションとして期待されるＬＥＤの一般照明用途や自動車用途な

どへの実績も出て来ており、今後の主役を担う光源として注目される。 

 アプリケーション構成比の５割弱を占める液晶バックライト市場が全体を牽引している。携帯電話を代

表とする小型バックライトが従来の主用途であったが、中型、そして大型へと対象範囲が拡まっている。

携帯電話や自動車などのアプリケーションも好調に推移している。携帯電話用途は、キーパッド向け、内

蔵カメラ用フラッシュライト向け、インジケータ向けなどで構成される。キーパッドとインジケータは白

色ＬＥＤだけでなく単色ＬＥＤが採用されることも多い。フラッシュライトはパワーのある白色ＬＥＤが

採用されている。自動車用途は車載メータがほとんどである。最近では、ルームランプやマップランプ、

外装のヘッドランプでも採用が始まっている。 

 今後は、液晶ＴＶ向けで直下型白色ＬＥＤバックライトの導入が進むことが考えられる。また、液晶Ｔ
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ＶではＲＧＢＬＥＤの採用も期待される。液晶バックライト以外では、高出力白色ＬＥＤが注目される。

一般照明分野でＬＥＤ照明市場の急拡大が予測され、日米欧のＬＥＤメーカーが、高出力白色ＬＥＤの開

発及び製品化を競っている。白熱電球の製造・販売の廃止を訴える国が広がっており、白色ＬＥＤを組み

込んだＬＥＤ照明が代替するチャンスが生まれている。導入価格がネックとなっているが、技術開発と併

せて経済的に量産できる方法が模索されている。社会の環境意識の向上及びランニング面での経済的メリ

ットという導入の動機付けに加え、イニシャルコストの低減が進むことにより普及速度は高まると考えら

れる。 

 

一般照明用ランプ（国内市場） 

２００７年   ５億９５０万本（前年比９７.８％）､２,４７５億円（同９９.２％） 

２０１１年予測 ４億６,６５０万本（２００７年比９１.６％）､２,５７２億円（同１０３.９％） 

 蛍光灯、白熱電球、ハロゲンランプ、ＨＩＤランプ（メタルハライドランプ・水銀ランプ・ナトリウム

ランプを含む）を対象とする一般照明用ランプの国内市場が対象でＬＥＤ、有機ＥＬは含まない。２００

７年は、数量ベースで５億９５０万本、金額ベースで２,４７５億円であった。２００７年６月の改正建築

基準法の施行に伴い市場環境が悪化したことが響き市場は前年より落ち込んだ。 

 ２００７年の蛍光灯市場は全体として微増であった。２００８年は、２００７年６月に施行された改正

建築基準法により建築確認業務が停滞していることから、照明器具の出荷量の減少が予測され、数量ベー

スで市場はやや縮小する見通しである。金額ベースでは、一部の蛍光灯で値上げがあるとみられ、また、

単価の高い電球形蛍光灯の販売が好調であり、微増する見通しである。環形蛍光灯はほぼ全てが住宅向け

である。今後さらに白熱電球を採用するペンダントライトに取って代わっていくとみられる。直管形は主

に施設照明・ビル・オフィス照明・店舗照明で採用されている。これらの施設も改正建築基準法の影響を

受け、新設着工件数が減少している。団塊の世代の定年退職で働く人口が減少し、これらの施設ストック

数は減少していくとみられ、直管形蛍光灯市場は縮小が予測される。 

 電球形蛍光灯は白熱電球の置き換えで急伸すると予測される。エネルギー効率の低い白熱電球は、低消

費電力・長寿命の電球形蛍光灯への置き換えが推進されている。温暖化対策の一環として、世界的に白熱

電球離れが進んでおり、日本でも政府は数年以内に国内での製造・販売を中止する方針を打ち出すとみら

れている。電球形蛍光灯への置き換えに加え、普及が始まっているＬＥＤ照明への代替も考えられる。 

 改正建築基準法の影響を除くとＨＩＤランプ市場は拡大傾向にある。中でもメタルハライドランプの伸

びが高い。特にセラミック発光管を使用するセラミックメタルハライドランプは演色性に優れ、水銀灯と

置き換わっているほか、発光効率が高く、消費電力・発熱量が高いハロゲンランプも置き換える方向にあ

り、店舗照明分野、施設照明分野、屋外照明分野へと活躍の場を広げている。 

 

２．注目照明市場 

住宅照明市場（国内市場） 

 

光 源 ２００７年 前年比 ２０１１年 ２００７年比

蛍光灯 ７７３億円 ９９.９％ ９１０億円 １１７.７％

白熱電球 １４７億円 ８６.５％ ７３億円 ４９.７％

ＬＥＤ ０.６億円 － ２０億円 ３３.３倍

有機ＥＬ － － １００億円 ２０１０年より市場形成

合 計 ９２１億円 ９７.６％ １,１０３億円 １１９.８％

 

 住宅照明分野は、リビング／ダイニング、キッチン、個室（洋室）、個室（和室）、廊下／階段／玄関、

バスルームなどで使われる、シーリングライト、ペンダントライト、ベースライト（キッチンライト）、ダ

ウンライト、スポットライト、ブラケット、スタンドライト、建築化照明（光源を天井や壁などに組み込

み、建築構造と一体化させた照明方式）、に採用される光源の国内市場を対象とする。 

 ２００７年は、住宅着工件数の減少が響き金額ベースで前年比２.４％減の９２１億円となった。一般照

明用ランプ（蛍光灯、白熱電球、ハロゲンランプ、ＨＩＤランプ）は、数量ベースで前年比５.３％減の２

億２,５００万本ではあったが、多灯分散照明や間接照明のトレンドなどにより、１物件当りの照明器具は
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増える傾向にあり、今後は白熱電球を除き数量ベースでは増加すると考えられる。尚、ハロゲンランプと

ＨＩＤランプは住宅用では殆ど使われず、今後もこの傾向に変わりはない。 

 一般的な主照明で採用される環形蛍光灯が安定した需要を確保し、省エネ性の高い電球形蛍光灯が白熱

電球と置き換わる傾向がある。エネルギー効率の悪い白熱電球離れが急速に進み、簡単な取替えのみで代

替可能な電球形蛍光灯に加え、電球に近い照明を造りやすいＬＥＤが好影響を受けると考えられる。また、

2010 年には有機ＥＬ市場の本格的な立ち上がりが期待される。尚、有機ＥＬの供給自体はそれ以前からあ

り、当初は１０万円程度の価格が予想され、徐々に単価は下がり、３分の１以下にまで下がれば、蛍光灯

と競合できるとみられる。 

 金額ベースでみると、２００７年の市場は、環形蛍光灯が住宅用照明市場の６０％以上となる５８１億

円を占め、白熱電球１４７億円、電球形蛍光灯１３７億円と続いている。環形蛍光灯のポジションに代わ

りはないが、２００８年には金額ベースで電球形蛍光灯市場が白熱電球市場を上回ると予測される。 

 

＜調査対象＞ 

 

１．調査対象品目 

カテゴリ 調査対象 

ディスプレイ用途 液晶バックライト、プロジェクタ、ＬＥＤディスプレイ 

電子機器用途 携帯電話、デジタルスチルカメラ、アミューズメント機器 

シグナル用途 交通信号灯、産業／業務用回転・信号灯 

センシング用途 赤外線センサ、光通信 

医療用途 内視鏡用光源、眼科医用機器、手術灯／診療灯 

産業用途 
画像処理用、接着用（キュアリング）、洗浄／硬化・乾燥／コーティ

ング用、水殺菌／空気殺菌用、露光装置、植物育成 

特
殊
光
源 

自動車用途 自動車用外装ランプ、自動車用内装ランプ 

一般照明 
住宅照明、オフィス・ビル照明、店舗照明、施設照明、舞台照明、

屋外照明、電光看板、庫内・什器組込照明、業務用ＬＥＤ照明 

２．調査対象光源 

白熱電球、ハロゲンランプ、蛍光灯、冷陰極管（ＣＣＦＬ）、低圧水銀ランプ、（超）高圧水銀ラン

プ、高圧／低圧ナトリウムランプ、メタルハライドランプ、キセノンランプ、水銀キセノンランプ、

エキシマランプ、ＬＥＤ、ＵＶＬＥＤ、有機ＥＬ、レーザー（半導体／ガス等）等 

 

＜調査方法＞ 
 
 弊社専門調査員による関係企業、研究機関、官公庁等への直接面接取材を基本に、電話ヒアリング、文
献調査により補完 

 

＜調査期間＞ 
 
 ２００７年１１月～２００８年２月 

以上 
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